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急性大動脈解離ってどんな病気？ ～高血圧の人は要注意！～
　私達がよく耳にする病気の一つ「急性
大動脈解離」とはどんな症状なのか？
予防するにはどうしたらいいのか？
　よく耳にするからこそ、詳しく知って
おきたいと思う方も多いのではないでしょ
うか。田畑医師が詳しく説明いたします。

7月25日（水）14：00～15：30
大和成和病院 1階 ロビー

次回予告

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
大和成和病院（総務課）
☎046-278-3911
神奈川県大和市南林間9-8-2

大和成和病院
心臓血管外科

田畑 美弥子 医師

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバスを運行

医学講座 参加無料参加無料

8月29日（水）開催

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

南林間
入口

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

「レントゲンのなぜ？どうして？」 ～安心して検査が受けられるように～
　高度化した医療機器の進歩により、
検査も多様化して複雑になってきました。
安全に新しい検査を受けて頂くため、
各検査の注意点と、過去に質問が多かっ
た内容をピックアップしてわかりやすく
解説します。

7月24日（火）13：00から
さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
さがみ野中央病院（総務課）
☎046-233-5110
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

医学講座 参加無料参加無料

講 

師

さがみ野中央病院
放射線科
望月 紀広

大和厚木バイパス

相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40

246

マルエツ
東柏ヶ谷

相模大塚

相模鉄道

次回予告
8月下旬開催予定

放射線技師長

最
も
太
い
動
脈
が
「
解か
い
り離

」
す
る
⁉

激
痛
・
失
神
も
あ
る
大
動
脈
解
離

　

体
内
に
流
れ
て
い
る
最
も
太
い
血
管
で
あ
る
大
動
脈
。
喫
煙
な
ど
で
動
脈
硬
化

を
起
こ
し
、
こ
の
血
管
の
内
部
に
亀
裂
が
入
っ
て
し
ま
う
「
大
動
脈
解
離
」
は
、

突
き
刺
さ
る
よ
う
な
強
い
痛
み
を
起
こ
し
、
治
療
法
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
生
箇
所
で
治
療
が
異
な
る
「
大
動
脈
解
離
」

大
和
成
和
病
院
・
関 

宏 

ド
ク
タ
ー
（
心
臓
血
管
外
科
）

　

心
臓
か
ら
拍
出
さ
れ
た
血
液
を

全
身
に
供
給
す
る
〝
導
管
〟
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
大
動
脈

（
だ
い
ど
う
み
ゃ
く
）」
で
す
。
大

　

循
環
器
専
門
の
「
大
和
成
和
病

院
」（
☎️
０
４
６
・
２
７
８
・
３
９
１
１
）

で
心
臓
血
管
外
科
を
担
当
す
る
関

宏
Dr.
に
、
大
動
脈
解
離
の
治
療
や

予
防
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
大
動
脈
解
離
で
は
、
ど
こ

で
発
症
し
た
か
に
よ
っ
て
、
治
療

方
針
が
変
わ
っ
て
く
る
と
聞
き
ま

し
た
。簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
発
症
部
分
に
よ
っ
て
、
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
脳
へ
行
く
血
管
の
手
前
の
心
臓

　
側
の
大
動
脈
で
解
離
が
発
生

　
　
　
⇨
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ａ
型

関 宏（せき ひろし）医師
【心臓血管外科】

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
＋
透
析
治
療
が
可
能
！

綾
瀬
厚
生
病
院
（
綾
瀬
市
深
谷
中
）

　

政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
地

域
医
療
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
る
循
環
器
専
門
・
大

和
成
和
病
院
の
倉
田
篤
院
長
＝
写
真
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

大
和
成
和
病
院

専
門
性
を
活
か
し
地
域
包
括
医
療
に
貢
献

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
病
院
か
ら
在
宅
（
自
宅
療

養
）
へ
医
療
の
適
正
配
備
を
推
進

す
る
政
策
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

高
齢
化
に
よ
っ
て
通
院
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
患
者
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
救
急
隊
要
請
や
出
動
件

数
の
増
加
の
ほ
か
、
重
症
患
者
に

動
脈
の
壁
は
３
層
構
造
〈
内
膜
／

中
膜
／
外
膜
〉に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
喫
煙
な
ど
が
原
因
で

動
脈
硬
化
性
の
病
変
を
も
た
ら

し
、
こ
の
壁
が
弾
力
性
を
失
う

と
、
構
造
の
破
綻
を
き
た
し
や
す

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
大
動
脈

解
離
（
だ
い
ど
う
み
ゃ
く-

か
い

り
）」と
は
、こ
の
内
膜
に
亀
裂（
エ

ン
ト
リ
ー
）
が
入
り
、
壁
の
３
層

構
造
の
中
に
血
液
が
入
り
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
外

膜
か
ら
内
膜
が
外
れ
、
内
側
に
剥

が
れ
る
（
解
離
す
る
）
病
気
で
す
。

　

大
動
脈
は
人
間
の
体
の
背
中
側

に
通
っ
て
い
る
た
め
、
突
然
背
中

を
刃
物
で
裂
か
れ
た
よ
う
な
強
い

痛
み
が
症
状
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
心
臓
の
弁
に
逆
流
を
生
じ

さ
せ
て
血
流
不
全
と
な
り
、失
神
・

痙け
い
れ
ん攣・
腹
部
や
足
部
の
痛
み
を
発

症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

解
離
し
た
血
管
は
一
部
は
外
膜

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
破

裂
や
「
瘤
」
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
血
液
が
流
れ
る
べ

き
空
間
が
潰
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
様
々
な
臓
器
の
血
流
が
悪
く

な
り
、
脳
梗
塞
な
ど
の
引
き
金
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
動
脈
解
離
の
診
断
は
、
主
と

し
て「
造
影
剤
使
用
の
Ｃ
Ｔ
検
査
」

で
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

病
気
の
症
状
は
一
様
で
は
な
い
の

で
、
診
断
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

大
動
脈
解
離
は
、
直
ち
に
治
療

を
要
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

発
症
し
た
部
分
や
発
症
の
仕
方
で

分
類
さ
れ
、
治
療
方
法
や
予
後
も

異
な
る
の
で
、
専
門
的
な
診
察
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

急
死
に
つ
な
が
る
合
併
症
の

発
生
率
が
高
く
、
救
命
に
は

緊
急
手
術
が
必
要
で
す
。

◇
脳
へ
行
く
血
管
の
手
前
で
は
解

　
離
な
し
、
そ
の
先
で
解
離
発
生

　
　
　
⇨
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ｂ
型

破
裂
の
危
険
性
が
高
く
な
く

血
流
不
全
が
起
き
て
い
な
い

場
合
は
、
血
圧
を
下
げ
て
安

静
を
保
持
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
大
動
脈
解
離
の
主
な
治
療

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
ま
ず
は
痛
み
を
和
ら
げ
、

破
裂
や
大
動
脈
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
の
薬
物
療
法
か
ら
始
め
ま
す
。

　

裂
け
目
が
心
臓
に
近
い
場
合
は

緊
急
手
術
（
人
工
血
管
置
換
術
）

が
必
要
で
す
。
人
工
心
肺
を
使
用

し
て
、
超
低
体
温
や
脳
分
離
と

い
っ
た
特
殊
な
方
法
を
併
用
し
な

が
ら
行
な
い
ま
す
。
人
工
血
管
に

置
換
す
る
範
囲
は
、
病
状
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
こ
の
病
気
の
予
防
法
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
大
動
脈
解
離
の
原
因
は
、

ほ
と
ん
ど
が【
動
脈
硬
化
】と【
高

血
圧
】
で
す
。
で
す
か
ら
、
動
脈

硬
化
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
、
肥
満
を
是
正
し
ま
す
。

激
し
い
運
動
を
控
え
、
急
激
な
寒

冷
に
さ
ら
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
血
圧

を
急
に
上
げ
な
い
た
め
で
す
。

　

当
院
で
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り

に
適
し
た
治
療
法
の
提
案
を
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。
循
環
器
疾
患
で

ご
心
配
な
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。　
　
　
（
取
材
協
力
）

正常な大動脈

大動脈解離

血 

流

血 
流

外膜

中膜

内膜

外膜

中膜

内膜

内膜の
裂け目

解 離

大動脈解離の治療

大動脈
体の中で最も太く、
心臓から全身に
血液を送る動脈

スタンフォードA型 スタンフォードB型

脳へ 脳へ

脳へ行く
血管の手前
以外

脳へ行く
血管の手前 解離の

発生

解離範囲

お
け
る
救
急
医
療
体
制
で
の
課
題

も
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
急
性
期
病

院
」
が
専
門
分
野
を
活
か
し
合
う

互
換
関
係
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
大
和
成
和
病

院
の
倉
田
篤
院
長
＝
左
上
写
真
＝

は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
（
倉
田
院
長
）「
当
院
（
大
和
成

和
病
院
）
は
、
神
奈
川
県
内
の
ほ

か
全
国
か
ら
患
者
様
が
お
越
し
に

な
る
循
環
器
専
門
病
院
で
す
が
、

地
域
医
療
を
重
視
し
、
地
元
か
か

り
つ
け
医
と
共
に
、
地
域
住
民
の

心
臓
病
治
療
と
二
次
予
防
を
担
う

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

二
次
救
急
病
院
⇨
救
急
隊
⇨
専

門
病
院
と
い
う
関
係
に
お
い
て
、

〝
顔
の
見
え
る
〟
連
携
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
生
命
の
危
機
に

直
結
す
る
【
心
筋
梗
塞
】【
急
性

大
動
脈
解
離
】
な
ど
の
大
動
脈
疾

患
の
緊
急
治
療
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
医
療
圏
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
臨
機
応
変
な
対
応
を

心
が
け
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
支
え
る
こ
と
を
使
命
に
、
医

師
ら
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
24
時
間
３
６
５
日
に
わ

た
っ
て
皆
様
の
命
を
お
守
り
し
て

い
き
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
で
ご
心
配
な
方

は
、
ぜ
ひ
大
和
成
和
病
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

　
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

　

医
療
・
介
護
施
設
を
紹
介
す
る
「
施
設
探
訪
」。
今

回
は
開
院
か
ら
30
年
以
上
、
綾
瀬
地
域
で
基
幹
病
院
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
綾
瀬
厚
生
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
科
・
整
形
外
科
・
産
婦
人

科
・
脳
神
経
外
科
・
人
工
透
析

な
ど
の
外
来
診
療
や
、
手
術
、

薬
剤
師
な
ど
が
多
職
種
間
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
早
期
の
社
会

復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
透
析
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
並
行
し
て
で
き

る
と
こ
ろ
も
特
徴
で
す
。

　

近
年
、
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る

在
宅
治
療
や
看
護
（
自
宅
で
療

養
生
活
し
な
が
ら
必
要
な
医
療

を
受
け
る
）
に
も
積
極
的
で
、

「
訪
問
診
療
」「
訪
問
看
護
」
の

支
援
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い

る
注
目
す
べ
き
病
院
で
す
。

各
種
健
康
診
断
、
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
に
積
極
的
な
同
院
。

昨
年
５
月
に
は
「
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」

（
24
床
）
を
新
設
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
脳
血

管
障
害
や
骨
折
な

ど
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
患

者
に
対
し
、
医
師
・

看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ

フ
・
管
理
栄
養
士
・

▶
同
院
の
リ
ハ
ビ
リ

　
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子

▲
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　
ス
タ
ッ
フ

  

（
取
材
協
力
・
同
院
）

綾瀬市深谷中1-4-16
☎0467-77-5111

綾瀬大橋
入口 

市立
図書館

早川

東名高速道路

45

城山公園

2017年
回復期

リハビリテーション
病棟オープン！

綾瀬
市役所

倉
田 

篤
　
院
長
（
大
和
成
和
病
院
）
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○
…
「
当
院
は
、
医
師
と
患

者
様
と
の
距
離
が
近
く
、
さ
ら

に
じ
っ
く
り
患
者
様
と
接
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
病
院

で
す
。
こ
れ
は
患
者
様
が
回
復

し
た
り
、
症
状
が
改
善
し
て
い

く
過
程
を
し
っ
か
り
と
確
認
で

き
る
の
で
、
医
師
と
し
て
理
想

的
な
診
療
環
境
の
一
つ
で
あ
る

と
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
」。
以
前
は
大
学
病
院
で
長

時
間
に
わ
た
る
開
頭
手
術
や
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
、
救
急
医
療
、

さ
ら
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に

搭
乗
し
て
い
た
経
験
を
も
ち

ま
す
。「
患
者
様
お
一
人
お
ひ

と
り
の
お
顔
を
き
ち
ん
と
見

て
、
お
話
を
十
分
に
聞
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
幼
少
期
に
患
っ
た
喘
息

を
き
っ
か
け
に
医
療
に
興
味
を

も
ち
小
児
科
医
を
目
指
す
も
、

母
が
く
も
膜
下
出
血
を
発
症
。

そ
こ
か
ら
脳
神
経
外
科
の
道
へ

進
み
ま
し
た
。
東
海
大
卒
業
後

は
、
同
大
医
学
部
付
属
八
王

子
病
院
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、

２
０
０
７
年
に
ふ
れ
あ
い
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
開
院
と
同
時
に
脳

神
経
外
科
医
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
毎
週
㈪
午
前
「
も
の
忘

れ
」
専
門
外
来
、
毎
週
㈬
㈮
午

前
「
脳
神
経
外
科
」、
毎
週
㈮

午
後
・
㈯
午
前
「
頭
痛
」
専
門

外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
医
師
と
し
て
の
モ
ッ

ト
ー
を
「
症
状
を
抱
え
、
困
っ

て
い
る
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
で

き
る
限
り
お
応
え
す
る
こ
と
」

と
話
し
ま
す
。
同
院
で
は
脳
卒

中
を
は
じ
め
と
す
る
脳
血
管
疾

患
の
術
後
リ
ハ
ビ
リ
（
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
や
そ

の
再
発
を
含
め
た
予
防
、
頭
痛

の
治
療
を
主
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
頭
痛
と
い
う
の
は
一
見
し
て

地
道
な
〝
陽
の
当
た
ら
な
い
〟

分
野
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、

誰
も
が
頭
痛
を
経
験
し
、
大
き

な
手
術
や
け
が
を
す
れ
ば
リ
ハ

ビ
リ
の
重
要
性
を
認
識
し
ま

す
。
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
、
治

療
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」。
優
し
く
微
笑
む
姿

に
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

“
陽
の
当
た
ら
な
い
”
リ
ハ
ビ
リ
や

　
　
頭
痛
に
焦
点
を
当
て
た
専
門
医

池谷 義守
（いけや よしもり）

ふれあい町田ホスピタル
【脳神経外科】

日本脳神経外科 専門医
日本頭痛学会 専門医

専
門
医
が
ア
ド
バ
イ
ス

「
頭
痛
の
悩
み
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
ま
せ
ん
か
？
」

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
／
池
谷 

義
守 

医
師

　

誰
も
が
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
頭
痛
。
今
は
「
た
か
が
、
頭
痛
」
と
考
え

る
時
代
で
は
な
く
、
専
門
的
な
資
格
「
頭
痛
専
門
医
」
と
し
て
頭
痛
に
特
化
し
た
外

来
診
察
を
行
な
っ
て
い
る
医
師
も
い
る
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
頭
痛
専
門
医
で
あ

る
池い
け
や谷
義
守
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
（
池
谷
医
師
）「
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
、
頭
痛
を
一
度
も
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
、
と
い
う
方
は
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
で
４
０
２
９
人
（
15
歳
以

上
）
を
対
象
に
し
た
頭
痛
の
疫
学

食事付き見学会介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田
有料老人ホーム湘南ふれあいの園「シニアレジデンス町
田」では、実際に施設で提供している食事が食べられる
人気の施設見学会を開催します。この機会に、施設での
暮らしをご覧ください。

7 16月 日 月 31日火
各日 11:00 から

見学当日にご入居者様
に 提 供 す る 食 事 が
食べられます

施設の種類やそれぞれ
の特徴、違いについて
解説します

施設を選ぶ際のポイント
を分かりやすくご案内
します

申 し 込 み
問い合わせ

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
0120-86-6534 橋　本

相模原

多摩境

JR 横浜線

京
王
相
模
原
線

町田街道
日産

小山

シニアレジデンス
町田

東京都町田市小山ヶ丘 1-3-8

調
査
で
は
、『
私
は
頭
痛
持
ち
で

あ
る
』
と
答
え
た
方
は
、
約
40
％

に
も
の
ぼ
る
と
い
う
結
果
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　

そ
ん
な
に
頭
痛
に
悩
む

人
が
い
る
と
は
、び
っ
く
り
で
す
。 　

（
池
谷
医
師
）「
そ
う
で
す
よ
ね
。

ま
さ
に
、
日
本
人
の
４
人
に
１
人

は『
頭
痛
持
ち
』と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
繰
り
返
し
起
こ
る
慢
性
頭
痛

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
意
外

に
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
が
患
者
様
か
ら
頭
痛

対
策
を
聞
か
れ
た
際
に
お
伝
え
し

て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、『
頭
痛

体
操
』
が
あ
り
ま
す
。
片
頭
痛
の

頻
度
を
減
ら
し
た
り
、
緊
張
型
頭

痛
の
軽
減
に
も
有
効
だ
と
さ
れ
る

体
操
で
す
。
首
・
肩
の
筋
肉
緊
張

の
緩
和
や
脳
の
痛
み
調
節
に
よ
い

と
さ
れ
る
刺
激
を
お
く
る
ス
ト

レ
ッ
チ
で
す
。

　

し
か
し
、
ご
自
身
で
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。『
頭

痛
体
操
も
や
っ
た
。
色
々
な
病
院

に
か
か
っ
た
。
だ
け
ど
よ
く
な
ら

な
い　
　

。』
そ
の
よ
う
な
時
は

専
門
性
を
有
す
る『
頭
痛
専
門
医
』

に
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
の

当
日
検
査
が
可
能
で
す
。
神
経
学

的
検
査
チ
ャ
ー
ト
に
基
づ
い
た
診

察
や
頭
痛
専
門
医
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
診
療
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま

す
。
我
慢
せ
ず
に
快
適
な
日
常
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。　
（
取
材
協
力
）

頭痛体操
椅子に座ったままで

椅子に腰掛け、両足をそろえ顔を
正面に向けたまま左右の肩を交互に
前に突き出すように体を回します。

※日本頭痛学会HPより

いつもと異なる頭痛の場合は、
すみやかに医師の診断を！

ふれあい町田ホスピタル
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

池谷医師 診療日

午 前
9：00～12：00

午 後
14：00～17：00

月 火 木水 金 土

もの忘れ外来 頭痛外来脳神経外科

頭痛外来

脳神経外科

☎042-798-1121

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線 P 駐車場完備

「お気軽にご来院ください」と
語る頭痛専門医の池谷ドクター

「頭痛体操」には、椅子に座って
行なうことができるものもある

「お隣さん」はかかりつけ医

安心からうまれる
笑顔の生活

シニアレジデンス町田

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ

ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
同

じ
建
物
内
に
協
力
医
療
機
関
の
病

院「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
入
居
者
は
必
要
に

応
じ
、
担
当
医
の
往
診
が
受
け
ら

れ
る
利
便
性
と
安
心
感
が
人
気
の

老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

入
居
前
か
ら
充
実
の
相
談

　

入
居
前
に
は
面
談
、
健
康
相
談

も
実
施
。
入
居
後
は
、
日
々
の
診

察
や
入
院
、
人
工
透
析
な
ど
が
建

物
内
の
移
動
だ
け
で
受
診
が
可
能

と
な
る
の
で
、
通
院
の
負
担
が
な

く
な
り
、
さ
ら
に
急
な
体
調
の
変

化
に
も
対
応
で
き
る
住
環
境
が
本

人
・
家
族
と
も
ど
も
好
評
で
す
。

継
続
治
療
が
必
要
で
も
安
心

　
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」

の
最
大
の
特
徴
は
、
協
力
医
療
機

関
と
の
連
携
体
制
。
人
工
透
析
な

ど
の
よ
う
に
、
継
続
し
て
治
療
を

行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療

依
存
度
が
高
い
人
や
、
他
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
は
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
人
、
病
院
に
入
院
し
た
が

退
院
先
が
見
つ
か
ら
な
い
人
も
、

隣
接
病
院
の
医
師
と
協
同
す
る
こ

と
で
、
幅
広
く
受
入
れ
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
で
そ
の
ま
ま
入
居
で
き
る

　

夫
婦
部
屋
は
居
住
性
に
こ
だ
わ

り
、
風
呂
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン

を
完
備
。
今
住
ん
で
い
る
生
活
ス

タ
イ
ル
を
、
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
の

居
室
で
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は

夫
婦
入
居
の
相
談
が
増
え
、
残
す

と
こ
ろ
夫
婦
部
屋
は
一
室
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
担
当
者
は
、「
シ
ニ
ア
レ

ジ
デ
ン
ス
町
田
は
、
お
元
気
な
方

も
、
将
来
的
な
病
気
や
介
護
の
不

安
な
く
、
心
軽
や
か
に
お
過
ご
し

い
た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な
環
境
を

備
え
た
施
設
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
入
居
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
随
時
受
付
中
。
直
接

左
記
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

階
下
の
病
院
医
師
が
往
診

清
潔
感
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
楽
し
い
会
話
も

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
0120-86-6534
見 学・体 験 入 居
随 時 受 付 中 で す

株式会社FMC 〒253-0083 神奈川県茅ヶ崎市西久保500番地

☎0467-88-1263

ふれあい東戸塚保育園 〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-15 ☎045-827-2637
ふれあい大和保育園 〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-4-14 ☎046-278-3911
ふれあい町田保育園 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘１-３-10 ☎042-798-1121
ふれあい綾瀬保育園 〒252-1103 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-13 ☎0467-77-5111
ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（最大3日）の他、各種特別休暇あり
● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 
保育士募集

勤務地

常 勤

非常勤

184,600円～327,600円
（夜勤1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
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介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

　  

苦
手
な
筆
記
試
験
を
克
服
し
よ
う
！

　
　
　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

介護福祉士 筆記対策講座

日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉
研 修 セ ン タ ー
☎ 0467-84-0576

税込

オープンキャンパスのご案内 夏は湘南から
　　　始めよう！

湘南医療大学 茅ヶ崎看護専門学校 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

下田看護専門学校

■ AO入試対策説明会

■ 夏のオープンキャンパス
7 月 28 日 ( 土 ) 14:00~16:00

8 月 10 日 ( 金 )・11 日 ( 土 )
10:00~15:00

■ 学校説明会
＊理学療法学科・作業療法学科

14:00~16:30

■ 学校説明会
7 月 28 日 ( 土 ) 13:00~16:00

■ オープンキャンパス

7 月 14 日 ( 土 ) 10:00~11:30

7 月 21 日 ( 土 ) 10:00~12:00

7月21日 (土 )
＊言語聴覚学科

10:00~12:007月21日 (土 )

体験実習あり

8 月 28 日 ( 火 ) 13:00~16:00

7 月 28 日 ( 土 ) 10:00~12:30

7 月 29 日 ( 日 ) 10:00~11:30

7 月 31 日 ( 火 ) 10:00~12:30

お問い合わせ  ☎045-821-0115 お問い合わせ  ☎0467-86-6011 お問い合わせ  ☎0467-88-6611

お問い合わせ  ☎0558-25-2211 お問い合わせ  ☎042-744-9711

学校説明会･オープンキャンパスなどについては､各校へお問い合わせください。　医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

医療ビジネス観光情報専門学校

模擬授業

模擬授業･AOエントリー説明会

保護者対象説明会

医療ビジネス学科限定・スペシャルオープンキャンパス

観光学科限定・お仕事見学会

■ オープンキャンパス
8 月 4日 ( 土 ) 13:00~16:00

■ 学校説明会
7 月 21 日 ( 土 )

模擬授業あり
13:00~16:00

夏野菜の抗酸化作用
パプリカやトマト、オクラなど色の濃い野菜には抗酸化
力があります。体内で発生した活性酸素を除去し、病気
の原因や身体の老化を防ぐ働きがあります。

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

材料夏バテ防止に ～夏野菜カレー～
■ 夏野菜カレー
　米（精白米）…… 70g
　豚肉……………… 30g
　玉ねぎ…………… 30g
　油………………… 5g
　ホールトマト…… 20g
　カレールー……… 15g
　ウスターソース… 30g
　水……………… 80ml
　パプリカ（赤）…… 8g
　パプリカ（黄）…… 8g
　オクラ…………… 10g
　かぼちゃ………… 15g
　ズッキーニ……… 20g
　オリーブオイル… 5g

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

    

認
知
症
と
の
付
き
合
い
方
と
対
処
法

　
　
　

湘
南
医
療
大
学

能
の
低
下
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を

開
催
し
ま
す
。
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
11
時
。
講
師
は
、
同
大
学
・

看
護
学
科
の
牛
田
貴
子
教
授
が
務

め
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
の
低
下

で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
に

対
し
、
ど
う
受
け
止
め
、
対
処
す

る
か
。
認
知
症
の
実
際
の
意
見
を

手
が
か
り
に
し
て
、
認
知
機
能
の

低
下
を
感
じ
て
い
る
本
人
の
立
場

と
家
族
や
周
囲
の
人
の
立
場
の
両

面
か
ら
、考
え
て
い
く
講
座
で
す
。

　

こ
の
公
開
講
座
は
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
兼
ね
て

い
る
の
で
、
参
加
者
に
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

講
座
の
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申

し
込
み
、
詳
細
は
湘
南
医
療
大
学

☎️
０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
０
９

（
地
域
連
携
室
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

講師の牛田貴子教授

　

湘
南
医
療
大
学
は
７
月
28
日

㈯
、
第
二
回
公
開
講
座
「
認
知
機

作
業
療
法
士
を
目
指
す
片
岡
さ
ん

 

在
校
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　      

　
学
校
の
魅
力
は
「
指
導
力
」

　
　
　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記

試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講

し
ま
す
。

　

日
時
は
10
月

22
日
㈪
、
29
日

㈪
、
11
月
５
日

㈪
の
12
時
30
分

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
家
族

様
の
た
め
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
適
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
？
施
設
の
特
徴

と
一
緒
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
施
設
は
、
医
療
と
の
連

携
が
充
実
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
身
体
機
能
の
維
持
や
改
善
の

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
さ
れ
る

方
や
、
病
院
か
ら
の
退
院
直
後
で

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
方
の
ほ
か
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
医
療
機
関
は
、
大
和
成
和

病
院
（
心
臓
・
循
環
器
疾
患
）、

さ
が
み
野
中
央
病
院
・
綾
瀬
厚
生

病
院
（
整
形
・
内
科
・
外
科
系
疾

患
）、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
人
工

透
析
療
法
）
な
ど
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
見
学
に
ご
来
所
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
下
記
連
絡
先

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

指
摘
さ
れ
、そ
の
特
徴
と
し
て
は
、

骨
密
度
が
比
較
的
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
骨
折
し
や
す
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
」

高
血
糖
が
招
く
障
害

　
（
成
瀬
医
師
）「
高
血
糖
が
続
く

と
、
多
く
の
た
ん
ぱ
く
質
が
非
酵

素
性
糖
化
を
起
し
て
変
性
し
、
変

性
し
た
た
ん
ぱ
く
質
（
最
終
糖
化

産
物
）
に
よ
り
多
く
の
病
気
が
起

こ
り
ま
す
。
骨
組
織
は
多
量
の
Ｉ

型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
含
む
こ
と
に

よ
っ
て
、骨
強
度
を
保
っ
て
お
り
、

高
血
糖
条
件
下
で
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン

架
橋
た
ん
ぱ
く
質
が
変
性
し
て
、

骨
強
度
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
合
併
症
の
網
膜

症
や
神
経
障
害
に
よ
っ
て
転
倒
の

危
険
性
が
高
ま
り
、
骨
折
し
や
す

い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
」

骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断

糖
尿
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
関
係
に
つ
い
て

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
整
形
外
科
　
成
瀬 

康
治 

医
師

　

医
療
と
の
連
携
が
充
実
し
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施

設「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
し
、
通
っ
て
受
け
る
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
羅
患
す
る
と
骨
折
し
や
す
く
な

り
、
寝
た
き
り
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
女
性
に
多
い
一
方
、
糖
尿
病
患
者
の

多
く
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
、
成
和

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
成
瀬
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設 

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

　
　
　
　
介
護
家
族
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

　

Ｑ
．「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」（
通
所
リ
ハ
）
と
は
、
ど
ん

な
施
設
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
施
設
担
当
者
・
以
下
同
）
Ａ
．

自
宅
な
ど
で
在
宅
生
活
を
送
っ
て

３
人
に
２
人
が
罹
患

　
（
成
瀬
医
師
）「
国
民
の
８
人
に

１
人
は
75
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
骨
粗
し
ょ
う
症

い
る
方
が
施
設
へ
来
所
さ
れ
、
医

師
の
指
示
の
も
と
で
理
学
療
法
や

作
業
療
法
な
ど
必
要
と
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
す
。

日
帰
り
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
施
設
と
自
宅
の
間
の
送
迎
か

ら
は
じ
ま
り
、
食
事
や
入
浴
、
機

能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
事
な
ど
が
あ

り
、
本
格
的
な
身
体
訓
練
か
ら
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
幅
広
く
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
要
介
護
の
ご
本
人
が
、
成

和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
通
所
リ

羅
患
率
は
国
民
の
約
10
％

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
と
女
性
の
骨
粗

し
ょ
う
症
羅
患
比
率
は
、
１
：
２

と
女
性
が
高
く
、
60
歳
以
上
の
３

人
に
２
人
は
骨
粗
し
ょ
う
症
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
羅
患
す
る
と

骨
折
し
や
す
く
、
寝
た
き
り
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
乳
が
ん
や
食
道
が
ん
と
同
等

の
死
亡
相
対
リ
ス
ク
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
」糖

尿
病
と
の
関
係
性

　
（
成
瀬
医
師
）「
疾
患
関
連
性
骨

粗
し
ょ
う
症
と
し
て
は
、
生
活
習

慣
病
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
糖
尿
病
患
者
は
、
高
率

に
骨
粗
し
ょ
う
症
で
あ
る
こ
と
が

ハ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
有
資
格

者
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
こ
と
で
、
体
力
や
日
常
生

活
動
作
能
力
、
身
体
機
能
の
維
持

や
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
を
持
っ
て
訓
練
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
生
活
意
欲
の

向
上
や
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
、
人

間
関
係
の
充
実
な
ど
、
社
会
性
の

回
復
も
望
め
ま
す
。

　

Ｑ
．
ご
家
族
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
当
施
設
へ
通
わ
れ
て
い
る

時
間
帯
は
、
常
時
介
護
か
ら
解
放

さ
れ
、
時
間
的
余
裕
の
確
保
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ご
家
族
様
が
担
っ

て
い
る
内
容
の
一
部
に
す
ぎ
な
い

成瀬 康治 医師

成和ナーシングプラザ
☎046-272-1515（相談室）
神奈川県大和市南林間 9-8-9

介護老人保健施設

「南林間駅」「鶴間駅」「中央林間駅」を
経由する巡回バスを運行しています。
詳細はお問い合わせください。

南
林
間
駅

鶴
間
駅

東名
高速
道路

国道246号線

小
田
急
線
江
ノ
島
線

成和ナーシング
プラザ

　
（
成
瀬
医
師
）「
骨
粗
し
ょ
う
症

の
診
断
や
治
療
効
果
は
、骨
密
度
・

Ｘ
線
・
採
血
な
ど
の
検
査
か
ら
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　

治
療
薬
に
は
多
種
多
様
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
重
症
度
や
年
齢
、
骨
折
部
位
な

ど
に
よ
り
患
者
様
そ
れ
ぞ
れ
に
適

し
た
薬
を
処
方
し
ま
す
。

　

適
切
な
治
療
で
寝
た
き
り
率
を

低
下
さ
せ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
、
検
査
を
受
け
て
、

い
つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
」。（
取
材
協
力
／
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク 

整
形
外
科
）

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
成
和

ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
の
雰
囲
気

や
ス
タ
ッ
フ
の
心
遣
い
は
、
実
際

に
見
学
し
て
体
感
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

成和クリニック（大和市西鶴間）
☎︎０４６ー２６４ー３９１１

80%

20%

40%

60%

~39 40~49 50~59 60~69 70~79 80~年齢 ( 歳 )

骨粗しょう症の年代別有病率
（大腿骨頚部）

女性 男性

「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン」（2015 年版）より

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク 

整
形
外
科

理学療法士によるリハビリテーション
＝成和ナーシングプラザにて

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
で
学
ぶ
片
岡
栞
さ
ん

（
作
業
療
法
学
科
）
に
、
同
校
で

作
業
療
法
に
つ
い
て
学
ぶ
理
由
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｑ
．
こ
の
学
科
を
選
ん
だ
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
母
が
受
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を

間
近
で
見
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
理
学
療

法
士
と
作
業
療
法
士
で
と
て
も
迷

い
ま
し
た
が
、
自
分
が
得
意
と
す

る
「
も
の
づ
く
り
」
が
活
か
せ
る

作
業
療
法
士
を
選
び
ま
し
た
。

　

高
校
２
年
生
ま
で
は
、
違
う
分

野
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
資
格
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
ら
れ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で

し
た
。

　

Ｑ
．茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
の
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．
先
生
方
が
身
近
で
、
と
て

も
頼
り
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
た

ち
が
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
勉
強
を

進
め
て
い
け
る
か
な
ど
、
い
つ
も

考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

先
生
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教

材
で
学
ぶ
「
解
剖
学
」
は
と
て
も

分
か
り
や
す
い
で
す
。
今
で
は
私

の
大
好
き
な
科
目
の
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
先
生
方
に
支
え
ら

れ
、
同
級
生
や
先
輩
方
と
協
力
し

な
が
ら
作
業
療
法
士
を
目
指
し
て

い
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
☎
０
４
６
７・８
８・６

６
１
１

〜
16
時
30
分
。
受
講
料
は
４
千
円

（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

多
く
の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る

筆
記
試
験
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た

内
容
な
の
で
、
効
率
よ
く
学
習
で

き
ま
す
。
働
き
な
が
ら
国
家
試
験

合
格
を
目
指
す
方
に
是
非
お
勧
め

で
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
個
別
の
質
問
な

ど
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実



 

健康生活お役立ち新聞
発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

2018年7月

No.19

4

町田・
県央版

　

生
死
に
直
結
す
る
「
心
不
全
」。
慢
性
心
不
全
の
治
療
に
、
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
運
動
療
法
を
と
り
い
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
循
環

器
内
科
・
瀬
戸
口
雅
彦
医
師
に
、
心
不
全
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

死
因
に
多
い
「
心
不
全
」
っ
て
病
名
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
治
の
病
な
の
？？

　
「
心
不
全
」
と
は
病
気
の
名
前
で
は
な
く
、
心
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状

態
を
示
す
症
候
群
の
こ
と
で
す
。
死
因
と
し
て
「
心
不
全
」
が
有
名
な
の
は
、
機

能
低
下
後
も
心
臓
が
血
液
を
送
り
出
そ
う
と
し
て
死
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

慢
性
心
不
全
に
「
効
果
的
な
運
動
療
法
を
」

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
／
瀬
戸
口 

雅
彦
　
医
師

ポ
ン
プ
が
疲
れ
果
て
る

　

死
因
と
し
て
よ
く
耳
に
す
る

「
心
不
全
」。
こ
れ
は
病
気
の
名
前

　

帯
状
疱
疹
な
ど
の
皮
膚
疾
患
は
も
ち
ろ
ん
、
目

に
見
え
る
体
の
不
調
を
幅
広
く
診
察
し
て
い
る
綾

瀬
厚
生
病
院
・
皮
膚
科
を
紹
介
し
ま
す
。

体
の
痛
み
や
発
疹
は
早
め
に
診
察
を

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院 

皮
膚
科

　

水
疱
瘡
（
水
痘
）
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
は
、神
経
に「
水

痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」が
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が「
帯
状
疱
疹
」

の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
再
び
活
性
化

　
「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」

は
、
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
、
基
礎
疾

患
、
過
労
な
ど
で
再
び
活
性
化
す

る
と
「
帯
状
疱
疹
」
に
な
り
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
皮
膚
科
で

は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
診
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
日
常
の

ス
キ
ン
ケ
ア
か
ら
入
院
治
療
に
い

た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に

適
し
た
医
療
の
提
供
で
す
。

目
に
見
え
る
部
位
す
べ
て

　

皮
膚
の
病
気
だ
け
を
診
察
し
て

治
療
す
る
の
が
「
皮
膚
科
」
と
認

で
は
な
い
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
「
心
不
全
」
と
い
う
言
葉
が
示

し
て
い
る
の
は
、
心
臓
に
何
ら
か

の
異
常
が
あ
っ
て
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
低
下
し
、
全
身
の
臓
器
が

必
要
と
し
て
い
る
血
液
を
十
分
に

送
り
出
せ
な
く
な
っ
た
状
態
の
こ

と
で
す
。
こ
の
時
、
心
臓
は
無
理

し
て
血
液
を
送
り
出
そ
う
と
頑
張

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
状
態
が
続

く
と
心
臓
は
や
が
て
疲
れ
果
て
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
原
因
と

な
っ
て
心
臓
が
止
ま
る
の
で
、「
死

因
：
心
不
全
」
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
。

予
防
対
策
に
は

　

こ
の
よ
う
に
心
不
全
は
一
つ
の

病
名
で
は
な
く
、
病
気
（
心
筋
梗

塞
／
弁
膜
症
／
心
筋
症
な
ど
）
や

高
血
圧
な
ど
で
心
臓
に
負
担
が
か

か
っ
た
状
態
を
示
す
「
症
候
群
」

な
の
で
す
。

　

で
は
、
心
不
全
に
至
ら
な
い
た

め
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
何
を
し

て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
一
つ
に
「
運
動
療
法
」
が
あ

り
ま
す
。
運
動
療
法
で
は
、
心
臓

の
機
能
改
善
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
（
上
表
参
照
）。
必
ず

正
し
い
方
法
で
効
果
的
な
運
動
を

実
践
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

心
不
全
に
か
か
る
と
、
治
療
に

長
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
の
生
活

に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
」

　
　
　
　

心
不
全
に
な
っ
た
ら
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
低
下
は

避
け
ら
れ
な
い
の
で
す
ね
。

　
（
同
医
師
）「
心
不
全
は
心
臓
機

能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
で
あ
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
状

態
に
そ
っ
た
治
療
は
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
、
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町

田
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
に
は
専
門
資
格

保
有
の
ス
タ
ッ
フ
『
健
康
運
動
指

導
士
』
が
お
り
、
患
者
様
お
一
人

お
ひ
と
り
に
適
切
な
運
動
療
法
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
心
不
全
の
患
者
様
に

は
、
運
動
を
避
け
る
指
導
も
あ
り

ま
し
た
。
確
か
に
、
心
不
全
の
発

症
直
後
や
、
心
機
能
の
著
し
い
低

下
な
ど
の
不
安
定
な
状
態
で
、
運

動
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

し
か
し
、
う
っ
血
が
改
善
し
、
状

態
が
安
定
し
た
『
慢
性
心
不
全
』

を
抱
え
る
患
者
様
に
お
い
て
は
、

適
切
な
運
動
療
法
は
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
心
不
全
の
診
断
と
治
療

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
同
医
師
）「
ま
ず
、
心
不
全
で

の
特
有
の
症
状
（
息
切
れ
や
動
悸

な
ど
）
の
問
診
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
聴
診
の
ほ
か
、胸
部
Ｘ
線
・

心
電
図
・
心
エ
コ
ー
・
血
液
な
ど

の
検
査
を
行
な
い
、
総
合
的
に
診

断
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
循
環
器
専
門
医
が

患
者
様
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
検
査

を
行
な
い
、
各
病
態
に
そ
っ
た
治

療
の
提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

心
不
全
は
、
何
か
の
原
因
に

よ
っ
て
心
臓
の
働
き
が
低
下
し
て

い
る
状
態
で
す
の
で
、
治
療
の
原

則
は
、
こ
の
低
下
さ
せ
た
原
因
を

明
確
に
し
て
、
そ
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
で

す
。
お
悩
み
は
当
院
へ
お
越
し
下

さ
い
」。

　
　
　
　

お
話
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
取
材
協
力
／

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
☎️

０
４
２
・
７
９
８
・
１
１
２
１
）

」「
？

● 運動耐容能の改善
   （以前より運動ができるようになる）

● 心臓のポンプ機能
  などの改善
● 筋肉の機能と筋肉に
  栄養を送る血管機能の改善
● リラックスした状態をつくる
  副交感神経の活性化
● 生活の質（ＱＯＬ）の改善
● 入院が減り、心臓死も減少

心不全にならないための
運動療法

その効果とは
瀬戸口 雅彦 医師

（ふれあい町田ホスピタル )

帯
状
疱
疹
で
多
い
症
状
は
、
痛
み

と
発
疹
で
す
。

　

多
く
の
場
合
、
痛
み
が
先
行
し

ま
す
。
そ
の
程
度
は
、
か
ゆ
み
程

の
人
も
い
れ
ば
睡
眠
障
害
を
伴
う

重
度
の
人
も
い
ま
す
。

　

数
日
後
に
、
痛
み
と
同
じ
神
経

に
沿
っ
て
赤
い
斑
点
が
出
現
し
、

初
期
は
蚊
に
刺
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

次
第
に
小
さ
な
水
ぶ
く
れ
と
な

り
、
約
一
週
間
で
広
が
り
ま
す
。

　

水
ぶ
く
れ
が
破
れ
る
と
、「
た

だ
れ
」
を
お
こ
し
ま
す
。
こ
の
時

が
痛
み
の
ピ
ー
ク
で
す
。
そ
の
後

２
週
間
〜
１
カ
月
程
度
で
か
さ
ぶ

た
に
な
り
、治
癒
し
て
い
き
ま
す
。

３
日
以
内
に
治
療
を

　

治
療
に
は
「
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
」

の
全
身
投
与
（
内
服
ま
た
は
点

滴
）
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
外
用
剤

や
鎮
痛
剤
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
発
疹
出
現
後
３
日
以

内
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

気
に
な
る
痛
み
や
発
疹
は
放
っ

て
お
か
ず
、
医
師
に
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

識
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
「
皮
膚
科
」
で
は
、

顔
・
体
・
手
足
・
爪
・
髪
と
い
っ

た
〝
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

範
囲
〟全
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

皮
膚
は
全
身
の
表
面
を
包
ん
で

い
る
の
で
、
身
体
の
内
部
に
生
じ

て
い
る
変
化
や
病
気
が
、表
面（
皮

膚
）
に
現
れ
て
い
る
場
合
も
多
い

の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
皮
膚
は

「
全
身
の
鏡
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
た
連
携
（
形
成
外

科
や
他
病
院
な
ど
）
に
も
力
を
い

れ
て
い
る
同
院
・
皮
膚
科
の
外
来

診
療
は
、
月
〜
土
曜
日
に
わ
た
っ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
な
ど
の
ほ
か
、
顔
面

の
症
状
や
手
足
・
体
の
痛
み
、
発

疹
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
は
「
綾

瀬
厚
生
病
院
」皮
膚
科
に
相
談
を
。

AM

月 火 水 木 金

特別
診察

土

PM 特別
診察

綾瀬厚生病院
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16 ☎0467-77-5111

皮膚科のご案内
担当医
向野 哲
むくの  あきら

特別診察医
天羽 康之
北里大学医学部主任教授

痛 み

帯状疱疹の症状と経過

1

赤い斑点
（発疹）

2

水ぶくれ
3

ただれ
4

痛みのピーク

出現後、３日以内に
抗ウイルス剤を！

　
　
　
　
心
不
全
で
亡
く
な
る
人

は
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　
（
瀬
戸
口
医
師
）「
国
内
の
死
亡

数
（
循
環
器
疾
患
）
に
お
い
て
、

癌
の
次
に
多
い
の
は
心
不
全
で
す

（
国
内
第
２
位
）。
心
不
全
の
『
５

年
生
存
率
』
は
約
50
％
で
あ
り
、

予
後
に
つ
い
て
も
決
し
て
良
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心臓疾患ってリハビリやっても大丈夫？
　心臓の機能が低下した患者様に対し
て、社会生活を送ることができるように
運動療法を施すことが「心臓リハビリ
テーション」です。心臓に負担を抱えなが
ら運動をしても良いのか？不安をお持ち
の方は専門医の話を聞いてみませんか。

7月31日（火）11：00～12：30
ふれあい町田ホスピタル １階 会議室

次回予告

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

ふれあい町田ホスピタル
心臓血管外科

張 益商 医師

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバスを運行

医学講座 参加無料参加無料

8月下旬開催予定

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

高齢者の皮膚疾患　湿疹から皮膚癌まで
　皮膚のトラブルは年齢とともに変化して
いきます。今回は湿疹皮膚炎、床ずれ、帯状
疱疹、皮膚癌など、高齢者に多い皮膚
疾患を中心にお話します。皮膚科に通院
されている方はもちろん、皮膚疾患が市販
薬では治らないとお悩みの方、何かの参
考になるかもしれません。

7月26日（木）14：00から
綾瀬厚生病院 4階 産・婦人科棟 多目的室

次回予告

講 

師

日 程

会 場

交通のご案内

お問合わせ
綾瀬厚生病院（総務課）
☎0467-77-5111
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

綾瀬厚生病院
皮膚科

向野 哲 医師

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

医学講座 参加無料参加無料

8月下旬開催予定

綾瀬大橋
入口 

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山
公園

　
帯
状
疱
疹
は
で
き
る
だ
け
早
く

　
　
　
　
　
　
　
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
投
与
を
！


